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論文審査の要旨 

 

本研究は抗がん剤治療中に生じる味覚障害の発生機序の解明を目的として

行われた。抗がん剤は臨床において多くのがん種に適応のある S-1が用いられ、

投与量は継続投与が可能量として 2，10，20㎎ kg-1 day-1が設定された。5日間

連続経口投与後 2日間休薬を 1クールとする 3クール投与がなされ、3クール投

与終了後に有郭乳頭を含む舌を摘出して組織学的検討が行われた。コントロー

ル群と S-1 投与群では味蕾数、味細胞数や各々の形態に有意な差は認めなかっ

たが、PGP9.5 による免疫染色では味神経線維占有面積が S-1 投与群において有

意に減少し、また舌内神経節細胞の変性率も有意に高くなっていたことから、

S-1投与による味覚障害には、味神経線維の傷害と舌内神経節細胞の傷害の関与

を示唆する知見を得ている。舌内神経節の味覚伝導経路における役割は不明で

ありその解明が今後の課題であるが、抗がん剤による味覚障害の発生機序に関

する基礎的研究はこれまで行われておらず、本研究で得られた成果は抗がん剤

による治療法開発にも非常に有用であると考えられた。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに腫瘍治療学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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